
6）　スイセン ７）　マユミ 11）　シュンラン　

1）タチツボスミレ

全体に毛が多い

下草刈りの影響か

多くの株が各所に

見られる

アオイスミレは花も丸みを

帯びているそうだ やや丸い程度　

2）コブシ 3)　ヒサカキ 4)　ヤブツバキ

スハマソウ？ 10）　ユキワリイチゲ

ミスミソウの横にあった

葉が3つに浅裂していない  14) 　ツワブキ　果実

ので違うかな

5）　シロヤマブキ 8)  ヤクシソウ 　果実 セツブンソウ　　

花は終わってしまったとのこと
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26)　アオイスミレ

9）　ミスミソウ

葉が丸いスミレはマルバスミレがあるが、葉の形状は



12）　ヒメカンスゲ 16）スギ　　雄花 スギ 19）ウグイスカグラ 22)　クサボケ ミスミソウ
ヒノキ科 キンポウゲ科

花期　3～4月 花期　3～4月

果期　10～11月 萼片が花弁に見える、

雄花は淡黄色で楕円形、 6～10と変異あり、白色～薄

枝先に多数付く 紫・青・赤を帯びるものがある

鱗片の隙間から花粉を散らす

23）ヒイラギナンテン

触れると花粉が飛ぶ

13）オオイヌノフグリ 雌花は緑色で球形

枝先に1個ずつ下向きにつく

葉は常緑で雪の下でも緑を

24）　ヤツデ 保つ根出葉は三裂し裂片は

が3角形で先端が鈍頭なもの

円頭のものをスハマソウとする

が区別しにくい

球果は直径2㎝程

木質の果鱗20～30個あり 幹の断面は黄色い。薬用成分

それぞれに種子が2～5個付く ベルベリン等が含まれる為

15）アオキ 25)  アセビ

28）　マンリョウ 今回楽しみにしていた

フデリンドウが、雨が少ない

とのことで、観察できなかった

セツブンソウは花のは2月

初めに咲いたとのこと

来年は是非観察したい


